様式２　　
大　磯　港

指定管理者　事業計画書
	団体名
	


団　体　の　概　要

	団体の名称
	

	代表者の氏名
	

	申請者の主たる
事務所の所在地
	〒



	担　当　部　署
	所在地
	〒



	
	担当部署名
	

	
	電話番号
	

	
	ファクシミリ番号
	

	
	メールアドレス
	

	
	担当者名
	


【記載要領】

原則、次のとおりとしてください。

１　必ず本様式を使用してください。

２　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦長としてください。

３　両面印刷または両面コピーとしてください。

４　ページ数は、通し番号（表紙から１／○とし、以降２／○、３／○とする通しページ、○には総ページ数を記入）を中央下に表記してください。

５　欄が不足する場合は、ページを追加してください。
６　申請者としてのセールスポイントがわかるように記載してください。
	団体名
	


	Ⅰ　サービスの向上

	１　指定管理業務実施にあたっての考え方、運営方針等
(1) 指定管理業務実施にあたっての考え方、運営方針等
　 ①　指定管理業務全般を通じた団体の総合的な考え方、運営方針
　　　 施設の設置目的や公の施設としての役割を踏まえ、施設の役割を活かしてどのような施設運営
を目指すのか、総合的な運営方針、考え方を記載してください。
②　業務の一部を委託する場合の業務内容等
業務の一部を委託する場合の考え方や業務内容、委託業者の選定方法、委託により見込める効果・効率性などについて記載してください。

※　業務内容等は、（様式３）「委託予定業務一覧表」にも併せて記載してください。
２　施設の維持管理

(1) 利用承認業務（業務実施に当たっての人員体制、事務の流れ、責任の所在等が明確になるように記載してください。）

①　利用承認等の業務についての実施方針（収入証紙販売業務を含む）
ア　岸壁、荷さばき地、船舶給水施設の管理運営について、施設の公共性、利用の公平中立性の観点を踏まえ、どのように利用承認等の業務を実施するか、基本的な考え方を記載してください。




（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅰ　サービスの向上

	イ　臨港道路附属駐車場の料金徴収や故障時、混雑時等の対応について記載してください。
ウ　収入証紙の販売方法や保管管理、購入代金の処理などの業務をどのように行うか、利用者の利便性の観点を踏まえて記載してください。
(2) 維持管理業務
　 ①　清掃業務、巡視業務、保守点検業務、修繕等の維持管理業務についての実施方針
県が示した維持管理の水準を確保し、利用者が快適に利用できる施設環境を維持するため、維持管理業務を確実に実施するための実施方針、実施内容について、業務ごと（清掃業務、巡視業務、保守点検業務、修繕、その他）に、経費節減、委託する業務の考え方を踏まえたうえで、記載してください。



（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅰ　サービスの向上

	(3) 利用調整業務
　 ①　業態の異なる複数事業者間（骨材事業者、漁業者等）の中立・公平な利用調整・指導等につい
ての実施方針
ア　業態の異なる複数事業者（骨材事業者、漁業者等）間や一般利用者との利用調整、利用指導について、公平中立性の観点を踏まえたうえで記載してください。

イ　岸壁、荷さばき地の利用承認に当たっての承認条件や承認後の指導監督について、行政処分的な業務、公平中立性、利用者や事業者の安全確保等の視点を踏まえて記載してください。

ウ　台風発生時等に漁船等が避難してきた場合の対応について、複数事業者間の調整の視点を踏まえ、記載してください。
３　利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金
(1) 利用促進のための取組

①　より多くの利用を図るために実施する事業の実施方針、内容等
ア　公の施設としての公共性、平等性、提案内容の具体性及び実現可能性を踏まえ、記載してください。



（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅰ　サービスの向上

	イ　利用促進状況を把握するため、各年度、各年度上半期・下半期ごとの数値目標（駐車場の利
　用台数）を設定し、設定の考え方も併せて記載してください。

項　　目

平成31年度

平成32年度

平成33年度

平成34年度

平成35年度

年度目標
台

台

台

台

台

上半期目標

台

台

台

台

台

下半期目標

台

台

台

台

台

＜設定の考え方＞

②　より多くの利用を図るために行う広報・ＰＲ活動の内容等
　　利用促進を図るためにどのように広報やＰＲ活動をしていくのか、取組内容等を記載してください。
（自主事業として行う業務がある場合に記載してください。）
③　施設の特性をより効果的に活かすために行う自主事業の内容等
　　施設の特性をより効果的に活かすために行う自主事業の概要を記載してください。
　※　自主事業の具体的な実施計画及び収支計画（人員配置や料金設定等の計画を含む。）は、別に作成して提出してください。



（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。

	団体名
	


	Ⅰ　サービスの向上

	(2) 利用者への対応、利用料金
　①　サービス向上のために行う利用者ニーズ・苦情の把握及びその内容の事業等への反映の仕組み
　　等
アンケートのほか、従来以上の工夫により、利用者からの苦情・要望等を把握し、その内容
を事業へ反映させる仕組み等について、苦情等への対応の事前の体制整備を含めて記載してく
ださい。
　 ②　手話言語条例への対応
　　　 手話に対応するための体制の整備や研修等の取組方法等を記載してください。
　 ③　利用料金の設定、減免の考え方
　　　 ア　利用料金制の趣旨や内容をどのように理解し、利用料金制を施設の運営にどのように生かし
ていくのか、考え方を記載してください。



（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅰ　サービスの向上

	イ　施設等の利用料金は、条例に定める額の範囲内で、指定管理者が知事の承認を得て定めます。利用料金設定の考え方、設定する利用料金額及びその理由を施設の設置目的を踏まえ、記載してください。

※　上限額は、（参考資料５）「駐車場利用料金の上限額等」を参照してください。
ウ　指定管理者は、知事の承認を得て定めた基準により、利用料金を減免することができます。具体的にどのように減免基準を定めるか、施設の設置目的を踏まえ、記載してください。
なお、下記基準は、必ず適用していただきます。

１　減額するもの（利用料金額の10分の５）

(1) 身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳または療育手帳の所持者が乗車する車両

(2) 神奈川県電気自動車認定カードの交付を受けた車両

２　免除するもの（利用料金額の全額）
(1) 港湾に係る公務のための車両
(2) 港湾の建設、改良、維持または復旧の工事のための車両
(3) その他あらかじめ知事が特に指定した車両

４　事故防止等安全管理

(1) 事故防止等

①　通常の指定管理業務を行う際の事故防止等の取組内容
事故防止に関するマニュアルの作成、職員研修の実施、利用者の事故防止へ向けた取組について記載してください。



（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅰ　サービスの向上

	②　事故・不祥事等の緊急事態が発生した場合や安全管理の妨げとなりうる事案を認知した際の対応方針
通常時における事故等の緊急事態が発生した場合や安全管理の妨げとなりうる事案を認知し
た際の安全管理体制、連絡体制、人員配置体制、対応方針について記載してください（災害・
荒天時対応については、(2)に記載してください。）。
③　急病人等が生じた場合の対応
・　救急救命士等の配置、救命に関する職員研修等
救急救命士等有資格者の採用・配置や職員への救命講習の実施等について記載してください。
(2) 災害・荒天時対応業務
①　地震、津波等の災害時及び高潮、波浪等の異常気象時の利用者の避難誘導、県への協力等についての実施方針
ア　地震、津波等の災害時の利用者の避難誘導等の対応の考え方（事前準備、連絡体制、関係機関との連携・協力、避難場所、避難誘導方法等）について記載してください。（業務実施に当たっての人員体制、事務の流れ、責任の所在等が明確になるように記載してください。）




（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅰ　サービスの向上

	イ　高潮・波浪等の荒天時の利用者の避難誘導、臨港道路の通行止め等の対応の考え方（事前準備、連絡体制、関係機関との連携・協力、避難場所、避難誘導方法等）について記載してください。（業務実施に当たっての人員体制、事務の流れ、責任の所在等が明確になるように記載してください。）

ウ　災害・荒天時に係る行動マニュアルの作成、職員研修の実施、避難訓練等の取組について記載してください。
エ　大規模災害等発生時における県等の関係機関との協力、自らの判断による県民等の安全確保の対応等の実施方針について記載してください。

オ　台風・波浪・高潮等の被害による清掃・修繕等の事後対応の考え方について記載してください。




（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅰ　サービスの向上

	②　災害時における緊急物資受入港としての対応方針
大規模災害等発生時に緊急物資受入港及びヘリコプター臨時離着陸場として県の指揮下での
対応方針について記載してください。

５　地域と連携した魅力ある施設づくり（施設づくりとはハード整備をいうものではありません。）
　(1) 地域と連携した魅力ある施設づくり
　　①　地域や関係機関（団体等）との連携・協力の考え方
　　　　地域の実情を踏まえ、魅力ある施設づくりへ向けた運営を行うための地域や関係機関（団体等）
との連携・協力体制の構築の考え方について、利用者サービスの向上の観点を踏まえ、記載してください。
　　②　地元企業への業務委託等による迅速かつきめ細かいサービスの提供に向けた取組内容
　　　　地元企業に業務を委託すること等により、地域の実情に即した迅速かつきめ細かいサービスを展
開する提案を記載してください。



（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅱ　管理経費の節減等

	６　節減努力等
(1) 節減努力等
①　年度別収支計画
ア　収入計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分

31年度
32年度
33年度

34年度

35年度

利用料金収入
県収入証紙販売手数料収入

収入計

イ　支出計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分

31年度
32年度

33年度

34年度

35年度

人件費

給与・賞与（常勤）

給与・賞与（非常勤）

各種手当

法定福利費

アルバイト賃金

人件費計

事務費

光熱水費

通信費

旅費・交通費

燃料費

消耗品・備品費

賃借料

保険料

その他（　　　　　　　）

事務費計

維持管理費

駐車場管理費

清掃費

夜間休日等警備費

保守点検費

臨港道路侵入規制業務費

修繕費

維持管理費計

支出計

ウ　納付金提案額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分

31年度
32年度

33年度

34年度

35年度

納付金提案額
※　（別紙４）「大磯港の各年度想定収支・積算内訳」を参考に記載してください。

※　「イ支出計画」の区分欄は、適宜追加してください。

※　納付金提案額は、県の想定する最低納付金（積算価格）を下回る提案については、失格とします。


（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅱ　管理経費の節減等

	②　平成○年度収支計画（年度ごとに作成してください。）
ア　平成○年度収入計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分

金　額
積算内訳

利用料金収入

県収入証紙販売手数料収入

収入計

イ　平成○年度支出計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分

金　額

積算内訳

人件費

給与・賞与（常勤）


給与・賞与（非常勤）

各種手当
※次ページの人件費内訳に記載する。
法定福利費

アルバイト賃金

人件費計

事務費

光熱水費

※電気・水道・ガスの内訳を必ず記載する。
通信費

旅費・交通費

燃料費

消耗品・備品費

賃借料

※物件ごとに必ず記載する。

保険料

※物件ごとに必ず記載する。

その他（　　　　　　　）

事務費計

維持管理費

駐車場管理費
清掃費

夜間休日等警備費

保守点検費

※項目ごとに必ず記載する。

臨港道路侵入規制業務費

修繕費

維持管理費計

支出計

ウ　平成○年度納付金提案額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分

金額

積算内訳

納付金提案額
※　（別紙４）「大磯港の各年度想定収支・積算内訳」を参考に記載し、積算内訳は、物件ごと、項目ごとにできるだけ詳しく記載してください。

※　「イ　平成○年度支出計画」の区分欄は、適宜追加してください。

※　積算根拠となる資料を適宜添付してください。
※　納付金提案額は、県の想定する納付金（積算価格）を下回る提案については、失格とします。



（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅱ　管理経費の節減等

	(3)　平成○年度人件費内訳（年度ごとに作成してください。）
役職
担当業務内容、資格、年代、実務経験年数
雇用形態
一週間の勤務時間
積算内訳（千円）
給与・賞与・賃金
各種手当
法定福利費
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
人件費合計

備考　１　１行につき１人ずつ記載してください。

２　人件費合計は、前記収支計画と金額の整合を図ってください。
３　役職には、大磯港を管理するうえで必要と思われる役職（所長、係長等）を記入してください。

４　資格は、実際に配置する予定職員を想定のうえ、記入してください。
５　雇用形態については、「常勤」、「非常勤」等の別を記載してください。

６　常勤とは、週40時間程度勤務し、複数年にわたり雇用する職員とします。非常勤は、臨時に契約する職員とします。

７　夏期臨時アルバイトなど、期間限定の雇用の場合には、雇用形態の欄に「夏期臨時アルバイト」等と内容がわかるように記載してください。

８　現地勤務以外に大磯港の管理に関わる人員（実務を担当する職員）を置く場合は、雇用形態欄に「本庁勤務」等と追記してください。
９　その他、参考となる書類を適宜添付してください。



（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅲ　団体の業務遂行能力

	７　人的な能力、執行体制
　(1) 人的な能力、執行体制

　　①　指定期間を通じて効果的・効率的に指定管理業務を行うための人員配置等の状況
ア　大磯港の運営に関して、指定期間を通じて効果的・効率的に指定管理業務を行うための人
員配置等の考え方を記載してください。

イ　組織及び職員構成を職名、指揮命令系統が分かるように組織図を記載してください。また、団体等の組織全体の中での、大磯港の管理に関する業務の位置づけや他の業務との関連が明確になるように記載してください。（職員数は前記「平成31年度の人件費内訳」と整合するよう注意してください。）

ウ　職員構成による１ヶ月分の勤務計画表を例示してください。



（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅲ　団体の業務遂行能力

	　　②　業務の一部を委託する場合の管理・指導体制の状況　
業務の一部を委託する場合は、その管理・指導体制について記載してください。

　　③　指定期間を通じて安定して指定管理業務を行うための人材育成や職員採用の状況、労働時間短縮
の取組や職場のハラスメント対策など労働環境の確保に係る取組状況
　　　　指定期間を通じて安定して指定管理業務を行うための人材育成の取組や職員採用についての方
針、労働時間短縮の取組、職場のハラスメント対策など労働環境の確保に係る取組について記載し
てください。
８　財政的な能力

本事業計画書Ⅱ、団体の収支予算書、収支決算書、決算諸表等により審査しますので、記載不要です。




（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅲ　団体の業務遂行能力

	９　コンプライアンス、社会貢献

(1) コンプライアンス、社会貢献
　①　指定管理業務を実施するために必要な団体の諸規程の整備、施設設備の維持管理に関する法規や労働関係法規などの法令遵守の徹底に向けた取組の状況（労働条件審査の実施予定など施設職員に係る労働条件の確認の有無を含む）
　　　現状における団体の諸規程の整備状況及び今後の整備状況を、下表に記載してください。
ア　現在整備済みの諸規程
規程の種類
規程の名称
適用可能性
指定管理業務実施に当たり改正が必要な場合はその趣旨、内容等
※　規程の種類には、「就業規則」、「会計規程」、「給与規程」、「決裁規程」、「情報公開規程」、「個人情報保護規程」、「文書管理規程」、「その他（具体的に）」のいずれかを記載してください。
※　適用可能性については、下記の区分に従って、○、△、×で記載してください。
○：改正等をせずに指定管理業務実施に際して適用可能
△：一部内容を修正することにより適用可能
×：適用できない（適用しない）
※　上記規程については、資料として提出してください。

イ　今後新たに整備予定の諸規程
規程の種類
今後整備予定の規程の名称
規程整備の趣旨、概要、整備予定時期



（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅲ　団体の業務遂行能力

	　　②　指定管理業務を行う際の環境への配慮の状況
ごみの減量化、再生紙の活用、グリーン購入等を推進する等の運営方針に関する考え方を記載してください。
　　③　法定雇用率の達成状況等、障がい者雇用促進の考え方と実績
　　　　障がい者の雇用又は障がい者雇用企業等に優先的に発注するなど、障がい者の雇用を促進す
るための実績や考え方について記載してください。
　　④　障害者差別解消法に基づく合理的配慮など、「ともに生きる社会かながわ憲章」の主旨を踏ま
えた取組についての考え方
　　　　障がい者に対する社会的障壁の除去の実施について、必要かつ合理的な配慮（具体的な取組）
を記載するとともに、ともに生きる社会の実現に向けた団体の姿勢について記載してください。
　　⑤　手話言語条例への対応
　　　　団体の状況に応じて、手話に対応するための体制の整備や研修等の取組方法等について記
載してください。



（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅲ　団体の業務遂行能力

	　　⑥　社会貢献活動等、社会的責任の考え方と実績
　　　　社会的責任を果たし、又は、社会貢献を行うための活動について記載してください。
10　事故・不祥事への対応、個人情報保護
(1) 事故・不祥事への対応、個人情報保護
　①　申請開始の日から起算して過去３年間の重大な事故又は不祥事の有無並びに事故等があった場合の対応状況及び再発防止策構築状況
　　　　当該期間内の事故等の有無について記載するとともに、有る場合は、その事案毎に事故等の
概要（法令違反があった場合は根拠法令と処分内容を明記すること）と対応状況及びその有効
的な再発防止策について記載してください。
　　②　個人情報保護についての方針・体制、職員に対する教育・研修体制及び個人情報の取扱いの状況
個人情報保護についての考え方・方針、大磯港の管理運営業務で取り扱う個人情報を保護す
るための具体的な管理体制、個人情報保護について職員に徹底するための教育・研修等につい
て記載してください。




（※）欄が不足する場合は、ページを追加してください。
	団体名
	


	Ⅲ　団体の業務遂行能力

	11　これまでの実績
　(1) これまでの実績
　　①　指定管理施設と類似の業務を行う施設等での管理実績の状況
ア　指定管理施設と類似施設の業務を行う施設等での管理実績の状況について次表に記載してください。

管理施設名

管理期間

所在地

管理形態

施設の種類

管理業務内容

※　管理期間は、「平成○年○月～平成○年○月」のように年月がわかるように記載してください。

※　管理形態は、「直営」、「指定管理」、「管理業務受託」、「その他」のいずれかとし、「その他」の場合には具体的な形態を記載してください。

※　施設の種類には、係留施設、陸置施設、岸壁、駐車場、緑地、管理事務所など施設の種類を記載してください。

イ　管理実績に関して、特にアピールするポイントがあれば、具体的に記載してください。

　　②　県又は他の自治体における指定取消しの有無
　　　　県又は他の自治体において指定管理業務を行った際の、指定の取消しの有無について記載
　　　してください。
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